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こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
議
員
一

年
目
は
、あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
年
で
し
た
が
、

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
期
待
と
責
任
の
重
さ
を
痛
感

す
る
毎
日
で
し
た
。
魅
力
あ
ふ
れ
る
街
市
川
を
実

現
す
る
た
め
に
今
年
も
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

民
主

・
連
合

・
社
民

　

市
民
の
皆
様
に
は
幸

多
き
新
春
を
お
迎
え
の

西

牟

田

勲
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八
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減
少
！
日
米
中
韓
の
高
校
生
調
査
「
親
を
尊
敬
し

て
い
る
」「
自
分
が
世
話
を
す
る
」
最
下
位
「
お
金

は
出
す
が
世
話
は
家
族
や
他
人
に
」
最
高
。
政
府

は
医
療
費
抑
制
在
宅
介
護
に
力
点
。
肝
心
の
マ
ン

パ
ワ
ー
が
お
寒
い
！
二
年
後
道
徳
教
育
が
教
科
化

へ
！
家
族
の
絆
・
心
の
温
か
い
子
を
育
て
た
い
。

創

生

市

川

　

四
〇
年
後
、
千
万
人

高
齢
者
増
加
、
子
供
が

金

子　

正
（72）
市
川
南
３
～
12
～
Ｂ
２
２
０
９

（
３
２
１
）
２
９
４
０

本
年
も
、
身
を
切
る
議
会
改
革
の
先
頭
を
走
り
、

市
民
の
安
心
・
安
全
を
第
一
に
考
え
、
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
る
議
員
と
し
て
全
力
で
働
い
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　

【
市
民
相
談
は
携
帯
ま
で
お
気
軽
に
】

公

明

党

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

松

葉

雅

浩
（54）
稲

越

町
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～
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０
９
０
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３
０
８
８
）
３
７
５
８

議
長
と
し
て
開
か
れ
た
議
会
運
営
に
努
め
ま
す
。

ご
高
齢
の
方
や
子
ど
も
達
が
明
る
く
安
心
し
て

日
々
生
活
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
に
、
ま
た
新
駅

設
置
の
市
北
東
部
の
街
づ
く
り
に
今
ま
で
以
上
に

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
街
づ
く
り
」
に
一
生
懸
命
。

自

由

民

主

党

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

中

山

幸

紀
（65）
南
大
野
２
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～
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私
は
「
い
じ
め
・
暴
力
の
な
い
学
校
と
社
会
づ

く
り
」「
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
実
現
」
に
全
力
を

あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
少
人
数
学
級
の
推
進
や
先
生
の
超

過
勤
務
の
解
消
な
ど
で
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

を
見
守
れ
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

日

本

共

産

党

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

桜

井

雅

人
（42）
鬼
高
１
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～
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０
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６
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）
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８
９
４

　

市
議
会
へ
復
帰
し
て
早
八
ヶ
月
。
ふ
る
さ
と
市

川
へ
の
熱
い
思
い
を
胸
に
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
「
安
心
・
安
全
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

子
育
て
、
福
祉
、
教
育
、
環
境
、
防
災
等
の
課
題

解
決
に
向
け
、
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

清

風

会

　

新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

石
原
み
さ
子

（52）
南

大

野

３
～
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～
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（
７
１
１
）
５
７
０
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昨
年
は
戦
後
七
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。
平
和
で
あ
る
こ
と
、
健
康
で
あ
る

こ
と
は
誰
も
が
願
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
本
年

度
も
こ
れ
ま
で
同
様
食
育
と
い
う
教
育
活
動
を
通

し
て
心
身
共
に
健
康
な
街
づ
く
り
に
向
け
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

自

由

民

主

党

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ほ
そ
だ
伸
一

（50）
曽

谷

２

～
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～
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０
９
０
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７
２
２
７
）
２
１
０
７

昨
年
の
市
内
外
の
大
き
な
風
水
害
の
発
生
に
よ
り

改
め
て
「
災
害
に
強
い
市
川
市
」
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
更
に
、
市
が
計
画
す
る

北
東
部
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
構
想
と
武
蔵
野
線
の
新

北
市
川
駅
整
備
構
想
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

創

生

市

川

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

加

藤

武

央
（61）
柏
井
町
１
～
１
６
０
３
～
30

（
３
０
３
）
１
７
０
７

等
に
よ
り
切
手
を
大
量
に
購
入
し
た
議
員
の
調
査

に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
の
副
委
員
長
を
務
め
て

い
ま
す
。
市
民
負
担
が
増
す
中
で
、
議
会
と
し
て

や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
！
そ
ん
な
想
い
で
真
相
究

明
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
議
会
は
大
き
く
動
き

始
め
ま
し
た
。
今
年
も
バ
リ
バ
リ
働
き
ま
す
！

無

所

属

の

会

　

い
わ
ゆ
る
「
百
条
委

員
会
」、「
政
務
活
動
費

越

川

雅

史
（42）
新
田
４
～
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～
２
～
１
０
３

（
３
７
７
）
５
７
７
７

の
政
務
活
動
費
不
正
疑
惑
を
解
明
し
、
正
常
化
し

た
議
会
の
下
、
市
民
の
皆
様
と
市
政
の
発
展
に
尽

く
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
そ
し
て
、
社
会
に
格

差
が
広
が
る
中
、
厳
し
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る

人
た
ち
を
支
え
て
参
り
ま
す
。
今
年
が
皆
様
に
と

っ
て
明
る
い
年
に
な
る
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

民
主

・
連
合

・
社
民

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
は
、
懸
案

石
原
よ
し
の
り

（55）
真
間
４
～
11
～
Ｃ
２
０
２

（
７
１
０
）
０
９
５
８

て
も
、
社
会
保
障
費
の
増
大
が
、
顕
著
に
な
り
ま

し
た
。
類
似
都
市
の
中
で
は
優
良
市
で
あ
り
ま
す

が
、
将
来
を
見
据
え
て
、
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
行
政
と
協

力
し
て
、
住
み
よ
い
町
、
市
川
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
ま
す
。

清

風

会

　

高
齢
化
の
波
が
、
到

来
し
、
市
川
市
に
と
っ

松

井　

努
（68）
福

栄

３

～

19

～

５

（
３
９
５
）
６
１
６
６

　

常
に
変
化
す
る
時
代
へ
の
対
応
や
市
民
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
な
ど
、
地
方
議
員
の
果
た
す
べ
き
役
割

は
益
々
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
本
年
も

皆
様
の
ご
意
見
ご
要
望
の
把
握
に
努
め
、「
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
」市
川
市
の
実
現
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

清

風

会

　

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

竹

内

清

海
（65）
曽

谷
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20

～
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法
制
が
強
行
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
民
の
反
対

運
動
は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
和
国
家
と
し
て

の
歩
を
根
底
か
ら
変
え
て
し
ま
う
安
保
法
制
を
廃

止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
市
政
の
主
役
、
市
民
の
声
が

反
映
さ
れ
る
市
政
実
現
を
め
ざ
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
力
を
つ
く
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

日

本

共

産

党

　

多
く
の
国
民
が
反
対

し
た
憲
法
違
反
の
安
保

髙

坂　

進
（65）
新

田

３

～

19

～

20

（
７
２
７
）
９
８
２
１

に
向
け
各
事
業
は
最
終
章
の
年
を
迎
え
、
本
市
の

道
路
網
は
飛
躍
的
に
整
備
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
刺
激
を
受
け
本
市
の
経
済
が
好
転
す
る
こ
と
必

至
で
、
市
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
の
礎
と
な

り
ま
す
。
私
は
議
員
の
職
責
を
十
分
認
識
し
行
政

各
般
の
諸
課
題
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

創

生

市

川

　

外
環
道
路
、３
・
４
・

18
号
、
妙
典
橋
の
竣
工

松

永

修

巳
（76）
原

木

１

～

22

～

16

（
３
２
７
）
１
４
７
０

倍
政
権
は
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
を
国
会
で
強

行
し
ま
し
た
。
市
政
で
も
公
共
施
設
使
用
料
値
上

げ
、
無
料
駐
輪
場
の
有
料
化
な
ど
市
民
に
痛
み
を

押
し
つ
け
て
い
ま
す
。
今
年
は
憲
法
を
擁
護
し
、

市
民
の
声
が
活
き
る
市
政
、
住
み
よ
い
市
川
市
を

目
指
し
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 日

本

共

産

党

　

新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
、
安

金

子

貞

作
（64）
大
野
町
３
～
１
１
６
～
２

（
３
３
７
）
６
１
８
４

命
を
伸
ば
す
施
策
は
今
後
、
更
に
重
要
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
の
切
れ
目
な

い
支
援
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
、
安
全
な
街
づ
く
り

等
、
多
く
の
課
題
に
取
り
組
み
、
皆
様
の
お
声
を

お
聞
き
し
本
年
も
全
力
で
働
く
決
意
で
す
。

公

明

党

　

新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
健
康
寿

浅

野

さ

ち
（54）
鬼

高

１
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14

～

３

（
３
７
９
）
３
４
４
３

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
本
年
も
歳
出
の
縮
減
と
歳

入
の
拡
大
の
２
つ
の
柱
を
推
進
し
、
住
み
や
す
い

市
川
市
を
つ
く
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
取
り
組
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸

多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
あ
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

維
新
の
党

・
花
の
会

　

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三

浦

一

成
（27）
北
国
分
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～
19
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１
０
７

０
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７
８
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３
）
７
６
４
７

治
体
は
厳
し
い
行
政
運
営
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
全
財
政
を
維
持
し
ム
ダ
な
経
費
は
削
減
し
つ
つ

も
「
何
も
し
な
い
方
が
良
い
」
と
い
う
行
政
体
質

は
正
し
、
市
民
生
活
に
必
要
な
予
算
は
大
胆
に
執

行
し
、活
力
あ
る
福
祉
の
街
市
川
を
つ
く
り
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創

生

市

川

　

謹
賀
新
年
。
少
子
高

齢
化
の
進
行
で
地
方
自

荒

木

詩

郎
（61）
塩
浜
４
～
２
～
50
～
６
０
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（
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）
８
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７
１

で
す
。
誰
も
自
殺
に
追
い
詰
め
ら
れ
な
い
社
会
。

そ
れ
は
き
っ
と
、
自
殺
と
は
無
関
係
と
思
っ
て
い

る
私
達
ひ
と
り
ひ
と
り
に
と
っ
て
も
生
き
て
い
て

心
地
の
良
い
社
会
で
す
。
今
年
も
、駅
頭
等
で「
ひ

と
り
自
殺
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
続
け
ま
す
。

皆
様
が
素
敵
な
一
年
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。

無

所

属

の

会

　

抱
負
は
「
自
殺
者
０

人
の
市
川
市
の
実
現
」

増

田

好

秀
（39）
北
方
１
～
７
～
３
～
２
～
２
０
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（
７
１
１
）
２
５
３
４

　

集
中
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
に
備
え
た
危
機
意
識
の
向
上
と
更
な

る
防
災
減
災
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
自
転

車
走
行
空
間
の
整
備
、
ふ
た
か
け
歩
道
の
改
修
を

進
め
、
安
全
安
心
な
街
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

公

明

党

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

西

村　

敦
（52）
宝
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～

17

～

17

（
３
５
７
）
２
６
０
３

議
員
42
人

年
頭
に
あ
た
っ
て
の
抱
負

（
掲
載
は
議
席
順
、
年
齢
は
一
月
一
日
現
在
）


